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［第１回定例会　平成２４年度予算］

総額８０億４８７３万円を可決� 2
［一般質問］４人の議員が質問
どうなる？　安八温泉の運営� 13
［町民インタビュー］
第４３回日展入選��　白木加菜子さん� 16

逞
たくま

しく、また儚
はかな

い凌
のうぜんかずら

霄花

金沢美術工芸大学在学中に白木加菜子さ
んが、森部地区に咲くノウゼンカズラを
描き、日展日本画部門に入選されました

（ハートピア安八ロビーにて　３月28日）



平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
11
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
は
新
年
度
予
算
の

審
議
が
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
初
当
選
を
果
た
し
た

堀
町
長
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
予

算
提
案
で
あ
り
、
議
会
も
昨
年
10

月
に
新
た
な
体
制
と
な
っ
て
初
め

て
の
予
算
審
議
で
し
た
。

町
長
か
ら
新
年
度
予
算
の
趣
旨

が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
、
平
成
24
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、

平
成
23
年
度
補
正
予
算
な
ど
条
例

関
係
３
議
案
を
含
む
38
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
同
意
・
８
市
11
町
と

の
間
の
証
明
書
交
付
等
の
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
改
正
な
ど
23
議

案
は
初
日
に
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
新
年

度
予
算

平成2２年 第１回24
年
度
予
算
80
億
４
８
７
３
万
円
を
可
決

新
町
長
・
新
議
会
に
よ
る
、
は
じ
め
て
の
予
算
編
成
・
審
議

一
般
会
計
は
53
億
７
４
０
０
万
円

４
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
、

「
東
海
・
東
南
海
沖
を
震
源
地
と
す

る
大
規
模
地
震
対
策
、
高
齢
者
社
会

へ
の
対
応
」「
地
籍
調
査
」「
農
業
再

生
強
化
、
津
波
被
害
に
よ
る
災
害
廃

棄
物
の
受
け
入
れ
」「
安
八
温
泉
の

今
後
の
展
開
」
に
つ
い
て
、
執
行
部

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
予
算
な
ど
15
議
案
は
、

各
常
任
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

に
付
託
・
審
査
の
う
え
、
最
終
日
に

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、
町
税
の
減
収
な

ど
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
向
け

て
持
続
可
能
な
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
と
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
な
ど
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
の
調
和
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
安
八
温
泉
の

３月６日～１６日

定 例 会

今年10月にぎふ清流国体が開催され、安八町は男子バレーボールの会場となります
（写真は昨年8月にあんぱち総合体育館で開催されたプレ国体の様子です）

新源泉の掘削を終え、良質の温泉が確認され
た安八温泉。10月のリニューアルオープンに
向けて温泉施設の改修が行われます

改
修
な
ど
、
一い
っ
そ
う層
の
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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堀町長が地域コミュニティづくりの新しいあり方と

して、新年度から提案している社会福祉協議会の

活動です。地域の高齢者が集まって講演を聞いた

り、健康体操、昼食会など互いの交流を深めることで、

地域の絆を強め、心と体の健康の増進につなげる狙

いがあります。

ふれあいサロンとは？
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
職
の
渡
邊

氏
の
再
任
が
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

議
会
は
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
を
排
除
し
、
町
民
の
安

全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
活
動

を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と
、
資
金
を
提
供
し
な

い
こ
と
、
お
よ
び
利
用
し
な
い
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
、
町
・
町
民
等
、
関
係
機
関
お

よ
び
関
係
団
体
に
よ
る
相
互
に
連
携
し
て
推

進
し
ま
す
。

（
主
な
内
容
）

●
暴
力
団
お
よ
び
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係

を
有
す
る
者
に
は
、
町
が
実
施
す
る
工
事
・

事
務
・
事
業
の
入
札
に
参
加
さ
せ
ま
せ
ん
。

●
暴
力
団
の
活
動
に
利
用
さ
れ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
施
設
の
使
用
許
可
を
し
な
い
、

ま
た
は
使
用
許
可
を
取
り
消
し
ま
す
。

町
民
等
が
安
心
し
て
暴
力
団
の
排
除
の
た

め
の
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
警
察
等

と
緊
密
に
連
携
し
、
安
全
確
保
に
配
慮

し
ま
す
。

●
青
少
年
育
成
者
に
、
青
少
年
が
暴
力

団
に
加
入
し
た
り
、
暴
力
団
に
よ
る
犯

罪
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
青
少
年
に

指
導
・
助
言
し
ま
す
。

●
町
民
等
は
、
金
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

●
祭
礼
等
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま

す
。

安八町暴力団排除条例を制定

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

3
月
６
日 

午
後
２
時
15
分
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
基
金
積
立
金 

５
０
０
０
万
円

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

●
地
区
説
明
会
等 

17
万
円

Ｑ　

平
成
23
年
度
の
委
託
業
務
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

総
務
部
長　

計
画
図
面
の
見
直
し

や
事
業
費
の
精
査
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

主
な
質
問
と
回
答

一口メモ

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
渡
邊
氏
を
再
任 

渡
わたなべ

邊 和
かず

 氏（68歳）

牧1362 在住

南今ケ渕地区で開催された「ふれあいサロン」
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予算の概要
平成24年度 53億7400万円

一般会計・特別会計の概要です

一般会計の主な使途に
ついては6～7ページに
記載しています。

一般会計 一般会計

1億 1700万円
特別会計 後期高齢者医療

8億円
特別会計 公共下水道

2億1873万円
特別会計 水道事業

15億3900万円
特別会計 国民健康保険

78億8708万円

これが安八町の
２４年度の

お財布の中身です。

予 算 総 額

80億4873万円80億4873万円

一般会計

介護保険特別会計 介護保険
特別会計

あすわ苑

東安中学校

土地開発公社

170万円

27億3500万円 安八町 3387人

第１号
被保険者数

第１号被保険者とは被保険者のうち
65才以上の人です。

401人

神戸町 5156人 691人

輪之内町 2003人 353人

認定者数

その他
9944万円

総務費
1億73万円

総務費
1835万円

保険給付費
25億3483万円

各自治体から拠出されてい
る負担金は以下の通りです。

介護保険に加入している人と
認定を受けている人の数です。

一般会計
4億4103万円

安八町 1657万円

輪之内町 1661万円

大垣市 1524万円

予備費
1000万円
公債費
9325万円
配食
465万円

通所介護
4537万円 短期入所

4796万円

議会費
16万円

施設介護
2億2129万円

各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
1億2171万円

安八町 6721万円

大垣市 4978万円

予備費
300万円

公債費
3778万円

教育振興費
221万円

予防費など
149万円

学校管理費
7723万円

現在、約15億円の資産を有
しています。工業団地造成
事業に重点を置いて、企業
誘致を進めています。

平成24年度末の資産規模
流動固定資産計
14億7480万円

2467万円

公有用地
公園などの公共施設用地

7億3092万円

現金・定期預金

完成土地
工場・住宅の分譲地

7億1921万円

被保険者数は前年度と同
数の１５００人と見込ん
でいます。一人当たりの
年額保険料は平均すると
５万２１１１円（対前
年度　３７５１円増）と
なっています。
総額では、７.７％増とな
ります。

浄化センターの維持管
理費、公債費（借入金
の返済）など経常的な
経費が中心となってい
ます。
総額では、１．５％減
となります。

配水場の耐震診断経費を
計上しています。
総額では、５．７％増とな
ります。

安八温泉改修事業など
経費の増加はありますが、
一層の削減に努めました。
総額では、２.３％減とな
ります。

被保険者数は、対前年度
１０人増の４３００人と
見込んでいます。
　保 険 給 付 費 が
３６８１万９千円の増額
と見込んでおり、一人当
たりの年額保険料は、平
均すると９万２４２８円
（対 前 年 度　３ １ ２ ９
円増）となっています。
総額では、４.３％増とな
ります。
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平成24年度 53億7400万円

一般会計・特別会計の概要です

一般会計の主な使途に
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第１号
被保険者数

第１号被保険者とは被保険者のうち
65才以上の人です。

401人
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9944万円

総務費
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総務費
1835万円

保険給付費
25億3483万円

各自治体から拠出されてい
る負担金は以下の通りです。

介護保険に加入している人と
認定を受けている人の数です。

一般会計
4億4103万円

安八町 1657万円

輪之内町 1661万円

大垣市 1524万円

予備費
1000万円
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9325万円
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465万円
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16万円

施設介護
2億2129万円

各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
1億2171万円

安八町 6721万円

大垣市 4978万円

予備費
300万円

公債費
3778万円

教育振興費
221万円

予防費など
149万円

学校管理費
7723万円

現在、約15億円の資産を有
しています。工業団地造成
事業に重点を置いて、企業
誘致を進めています。

平成24年度末の資産規模
流動固定資産計
14億7480万円

2467万円

公有用地
公園などの公共施設用地

7億3092万円

現金・定期預金

完成土地
工場・住宅の分譲地

7億1921万円

介護保険 安八町・神戸町・輪之内町の広域連合で運営しています。

2月28日に広域連合議会を開催

広 域で運営している予算 一般・特別会計以外の会計予算をお知らせします。
介護保険を運営している広域連合やあすわ苑など
は、経済的、効率的な運営を目的に複数の自治体
で運営しています。

あすわ苑 安八町・輪之内町・大垣市で老人福祉施設を運営しています。

2月28日に事務組合の議会を開催

東安中学校 安八町・大垣市で中学校を運営しています。

3月2日に組合議会を開催

土地開発公社 中長期的視野に立った土地開発を推進しています。

3月16日に理事会を開催

広域の会計ではありませんが、一般・特別会計
とは別の会計なので掲載しています。

A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会
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支出

収入

個
人
町
民
税
や
た
ば
こ
税

の
増
額
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
固
定
資
産
税
で
は
償
却

資
産
が
大
幅
な
減
額
と
な

り
、
昨
年
度
か
ら
３
・
９
％

減
っ
て
21
億
３
４
１
６
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

国
が
示
す
地
方
財
政
計
画

に
よ
り
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度

か
ら
4
・
4
％
増
の
10
億 

７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
や

安
八
温
泉
改
修
の
た
め
に
、

昨
年
度
よ
り
も
11
・
８
％
増

の
４
億
２
５
１
０
万
円
を
借

り
入
れ
ま
す
。

新
た
に
安
八
温
泉
で
は
新

源
泉
に
よ
る
運
営
に
向
け
、

揚
湯
設
備
、
浴
槽
の
改
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
防
災
避
難

用
品
・
災
害
用
備
蓄
資
器
材

を
購
入
し
ま
す
。

そ
の
他
に
、
土
曜
日
保
育

の
開
設
、
子
宮
頸け
い

が
ん
等
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
、
農
産
物

６
次
産
業
化
推
進
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
有
効
活
用
に
よ
る

積
極
的
な
情
報
の
公
開
な
ど

を
新
し
い
事
業
と
し
て
展
開

す
る
計
画
で
す
。

支
出

収
入

OUT

IN

こう使われる 一般会計
53億7400万円

県支出金
4.9％

国庫支出金
6.5％

町税
39.7％

繰入金など
15.4％

町債
7.9％

地方交付税
19.9％

地方譲与税など
5.7％

自主財源
55.1％

町の借入金

町の借入金の返済

農林水産業費
2.8％

商工費
1.3％

予備費
0.2％

議会費
1.7％

消防費
3.8％

総務費
10.7％

公債費
14.2％

衛生費
6.7％

土木費
11.5％

教育費
13.2％

民生費
33.9％

歳
入

歳
出
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新規

新規

新規

新規

明 日を担う人づくり

活 力あるまちづくり

助 けあいの
まちづくり

協 働による
まちづくり

快 適に暮らせる
まちづくり

明 日を開く
まちづくり

土曜日は、これまで半日保育で
したが、新年度からは
中央保育園で通常保育
および延長保育を
行います

土曜日保育開設（拡充）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０４万円

子ども手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３億２０７２万円

放課後児童クラブ開設・・・・・・・・・・・・・・・ １５２５万円

小・中学生医療費無料化・・・・・・・・・・・ ３８４０万円

横断歩道のカラー舗装・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５万円

第３子以降出産祝金・学校給食費助成・・・ １０９３万円

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会・・・・・ ３７４４万円

掘削が完了し、良質
な温泉の湧出が確認
された安八温泉

地産地消をめざし、生産から
販売までを一貫した体制で整える
農産物６次産業化

ホームページを有効に活用し、
積極的な情報の公開に努めます

安八温泉改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６７６０万円

子宮頸がん等ワクチン接種助成・・・・・ １４６３万円

禁煙指導事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１万円

妊婦健康診査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４７０万円

ひとり暮らし老人助成・家族介護慰労・・・・・・ ３６１万円

敬老会事務経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５９５万円

企業立地促進奨励
対象企業　２社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１７３万円

スマートＩＣ建設促進事業
地区説明会、地区協議会等開催経費・・・・・・・・・・・ １７万円

農業振興
農業振興推進対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２０万円

●農産物６次産業化推進
●遊休農地活用事業

病害虫等防除対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１６５万円
●無人ヘリコプター等防除対策
●外来生物対策

営農組織支援推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�７９９万円
●飛騨美濃じまん農産物育成支援

地域防災計画見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３８３万円

防災避難用品・災害用備蓄資器材整備・・・・・・・・ ３０９万円

住宅用太陽光発電システム設置補助等・・・・・・・ ７４７万円

地区行政執行経費・・・・・・・・・・ 

１４３６万円

２月10日に行われた
図上型防災訓練
の様子

7 2012.5.1 あんぱち議会だより　第49号



Ｑ　

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
八

町
の
外
国
人
登
録
者
数
は
何
人
で

す
か
。
ま
た
、
一
番
多
い
国
は
ど

こ
で
す
か
。

民
生
課
長　

平
成
24
年
2
月
末
で

２
２
１
人
で
す
。
一
番
多
い
国
は

中
国
で
、
１
２
７
人
で
す
。

Ｑ　

安
八
温
泉
の
燃
料
費
の
高
騰

の
原
因
は
、
単
価
の
高
騰
だ
け
で

す
か
。

福
祉
課
長
補
佐　

灯
油
の
単
価
は
、

当
初
74
円
で
し
た
が
、
84
円
に
高

騰
し
、ま
た
今
年
は
、特
別
寒
か
っ

た
た
め
燃
料
の
使
用
量
も
多
く
な

り
ま
し
た
。

Ｑ　

予
防
接
種
経
費
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
な
ぜ
接
種
す
る
人
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

民
生
部
長　

子
宮
頸け

い

が
ん
に
つ
い

て
は
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足

し
た
た
め
、
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
接
種
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
た
た
め
、
接
種
希
望

者
が
予
想
を
下
回
り
ま
し
た
。

Ｑ　

安
八
温
泉
の
改
修
の
内
容
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

民
生
部
長　

動
力
設
備
工
事
と
浴

室
改
修
工
事
お
よ
び
脱
衣
室
を
広

げ
る
工
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

土
曜
日
保
育
を
新
規
に
始
め

る
に
あ
た
り
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
で
し
た

か
。

福
祉
課
長
補
佐　

昨
年
9
月
に
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
30
％
の
方
か
ら

利
用
し
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
中

央
保
育
園
に
て
毎
週
土
曜

日
に
通
常
保
育
お
よ
び
延

長
保
育
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

Ｑ　

土
曜
日
保
育
の
保
育

料
は
、
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
。

福
祉
課
長
補
佐　

通
常
の

保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
別
に
徴
収
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
延

長
料
金
は
発
生
し
ま
す
）

Ｑ　

通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
、
よ
い
対
策
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

民
生
部
長　

要
望
が
あ
れ

ば
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
街
灯

の
設
置
、
横
断
歩
道
の
カ

ラ
ー
塗
装
な
ど
を
行
っ
て

委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

3
月
12
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

主
な
質
問
と
回
答

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助

４
０
７
万
円

●
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
（
地
域
密
着

型
） 

８
０
０
０
万
円

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

●
補
正
額 

４
７
４
５
万
円
を
増
額

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

●
安
八
温
泉
改
修
事
業 

６
７
６
０
万
円

●
第
３
子
以
降
出
産
祝
金
・
学
校
給
食
費

助
成 

１
０
９
３
万
円

●
子
ど
も
手
当 

３
億
２
０
７
２
万
円

●
妊
婦
健
康
診
査
経
費 

１
４
７
０
万
円

●
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
事
業

 

３
７
４
４
万
円

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
予
算

●
予
算
総
額 

15
億
３
９
０
０
万
円

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
予
算

●
予
算
総
額 

１
億
１
７
０
０
万
円

指
定
管
理
者
の
指
定

●
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
「
ひ
か
り
の
里
」

い
き
ま
す
。

Ｑ　

教
育
の
指
導
要
綱
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
武
道
の
種
目
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

教
育
長　

剣
道
・
柔
道
・
す
も
う

等
か
ら
の
選
択
で
あ
り
、
安
八
町

の
中
学
校
で
は
剣
道
を
中
心
に
進

め
る
予
定
で
す
。

大江川の改修工事の現場を視察しました

新源泉

安八温泉の新源泉を視察しました。今年１０月にリニューアルオープンします
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

Ｑ　

今
年
度
か
ら
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
農
薬
の
種
類
を
変
更
し
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
。
安
価
に
な
っ

た
よ
う
で
す
が
、
効
果
は
ど
う
で

す
か
。

産
業
建
設
課
長
補
佐　

病
害
虫
の

農
薬
に
対
す
る
耐
久
性
の
観
点
か

ら
、
農
薬
の
種
類
を
３
年
ご
と
に

見
直
し
て
い
ま
す
。
効
果
に
つ
い

て
は
、
岐
阜
県
農
業
普
及
課
に
確

認
の
上
で
使
用
し
て
い
る
の
で
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　

外
来
生
物
対

策
事
業
の
補
助
金

が
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
の
捕

獲
量
が
減
っ
た
要

因
は
何
で
す
か
。

産
業
建
設
課
長
補

佐　

年
数
回
、
地

区
単
位
で
の
防
除

作
業
や
、
農
家
の

水
田
寒か

ん

起お

こ
し
な

ど
の
対
策
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

公
共
施
設
土
地
借
上
げ
料
の

対
象
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

土
地
で
す
か
。
ま
た
、
借
上
げ
単

価
は
同
じ
で
す
か
。

総
務
課
長　

町
の
借
上
げ
土
地
は

結
保
育
園
、
中
央
保

育
園
、
最
終
処
分
場

用
地
な
ど
で
す
。

金
額
は
場
所
な
ど

に
よ
り
異
な
っ
て

い
ま
す
。

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

３
月
13
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

安
八
町
暴
力
団
排
除
条
例
制
定

安
八
町
税
条
例
の
一
部
改
正

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
消
防
団
安
全
装
備
品 
１
０
９
万
円

●
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

３
３
５
万
円

平
成
23
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

●
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

 

減
額
５
０
０
０
万
円

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

●
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
工
事

１
５
０
万
円

●
地
域
防
災
計
画
見
直
し
事
業３

８
３
万
円

●
農
産
物
６
次
産
業
化
推
進
経
費２

８
万
円

●
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
防
除
対
策
事
業

２
０
３
４
万
円

●
外
来
生
物
対
策
事
業 

１
３
１
万
円

平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

●
予
算
総
額 

２
億
１
８
７
３
万
円

平
成
24
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
予
算
総
額 

８
億
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ

●
繰
り
入
れ
額 

３
億
５
０
０
０
万
円

町
道
路
線
の
認
定

町
道
路
線
の
廃
止

Ｑ　

新
た
に
設
置
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
相
談
を
受

け
付
け
る
の
で
す
か
。

総
務
課
長　

消
費
者
生
活
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

Ｑ　

相
談
に
応
じ
る
職
員
に
は
高

い
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
？

総
務
部
長　

平
成
23
年
度
に
研
修

を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

広
報
発
刊
経
費
が
前
年
度
に

比
べ
大
き
く
減
額
と
な
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

総
務
課
長　

主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
の
減
に
よ
り

ま
す
。

Ｑ　

土
地
開
発
公
社
か
ら
の
土
地

取
得
費
２
７
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

副
町
長　

土
地
開
発
公
社
の
健
全

化
計
画
に
よ
り
町
が
取
得
す
る
予

定
地
の
購
入
費
で
す
。

大江川の改修工事の現場を視察しました

主
な
質
問
と
回
答

工事予定現場で
説明する
西松課長補佐
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［
総
務
部
長
］
避
難
場
所
は
町
内

に
56
カ
所
指
定
し
、
「
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
巨
大
地
震
用
も
研

究
し
ま
す
。
避
難
場
所
の
耐
震
検

査
に
つ
い
て
は
小
中
学
校
や
体
育

館
な
ど
は
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

神
社
、
集
会
所
な
ど
は
こ
れ
か
ら

調
査
し
、
避
難
場
所
の
支
障
が
あ

れ
ば
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

西松　巖
に し ま つ 　 い わ お

一
般
質
問

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

図
上
型
防
災
訓

練
の
成
果
と
課
題

は
？

高
齢
者
福
祉
を

充
実
さ
せ
よ

情
報
の
共
有
な
ど

課
題
は
残
っ
た
が
成

果
大
で
し
た

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
強
化
を

［
町
長
］

［
町
長
］

 

大
規
模
地
震
に
対
応
し

た
図
上
型
防
災
訓
練
が
県
・

質
問

大
垣
消
防
組
合
な
ど
の
合
同
で
２

月
10
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題
は
何

で
し
た
か
。

ま
た
、
大
規
模
地
震
の
発
生
時

の
避
難
場
所
は
何
カ
所
あ
り
ま
す

か
。「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
か
。
避
難
場

所
の
耐
震
検
査
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

［
町
長
］
図
上
型
防
災
訓
練

　
　
　

は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

初
動
体
制
の
確
立
、
救
援
対
策
、

避
難
対
策
、
広
域
応
援
、
自
衛
隊

災
害
要
請
な
ど
、
成
果
は
あ
り
ま

し
た
。
課
題
は
各
部
所
間
の
情
報

の
共
有
、
分
析
、
集
約
な
ど
多
く

残
り
ま
し
た
の
で
、
課
題
を
整
理

し
、
訓
練
を
行
い
ま
す
。
徐
々
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

回
答

 
今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
高
齢
者
は
人
口
の
何
％

質
問

2月10日行われた図上型防災訓練。課題は残ったが成果は大きかった

で
あ
り
、
今
後
は
ど
う
推
移
し

ま
す
か
。

あ
す
わ
苑
は
町
民
の
希
望
に

十
分
に
応
え
ら
れ
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ

す
わ
苑
の
増
築
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

［
民
生
部
長
］
今
年
２

月
１
日
現
在
の
高
齢
化

率
は
21
・
２
％
で
、
10
年
後
は

約
27
・
７
％
と
予
測
し
て
い
ま

す
。あ

す
わ
苑
は
、
多
床
室
で
あ

り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

短
期
入
所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

３
事
業
を
有
し
て
い
る
施
設
と

し
て
は
比
較
的
低
い
料
金
設
定

で
、
そ
の
役
割
は
果
た
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
町
長
］
あ
す
わ
苑
の
増
床
に

つ
い
て
は
、
重
要
な
検
討
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

２
０
３
０
年
に
は
一
人
暮
ら
し

数
約
37
・
７
％
と
推
計
値
が
出

て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
社
会
が

到
来
し
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
等
を
通
じ
て
行
政
と
町
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
答
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か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

個
々
の
土
地
境
界
の
位
置
が
地

球
上
の
座
標
値
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

正
確
な
土
地
の
境
界
が
で
き
、
地

番
、
地
目
、
面
積
、
所
有
者
が
正

確
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
に
は
多
く

の
時
間
と
人
手
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
係
る
費
用
は
、

国
・
県
の
補

助
金
が
あ
り

町
の
負
担
は

事
業
費
の

５
％
で
す
。

町
民
個
人
の

経
費
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

安
八
町
は

こ
の
事
業
に

全
く
手
が
つ

ま
た
、
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

当
地
域
は
地
盤
が
軟
ら
か
い
た
め

液
状
化
現
象
が
起
き
や
す
く
、
か

つ
一
級
河
川
に
は
さ
ま
れ
て
い
る

た
め
、
堤
防
の
崩
壊
で
水
害
が
起

こ
る
可
能
性
も
あ
り
、
土
地
の
形

状
変
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

も
と
の
土
地
の
境
界
に
関
す
る

正
確
な
記
録
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
復
元
業
務
や
復
旧
計
画

の
策
定
に
多
く
の
時
間
と
費
用
が

岩田譲治
い わ た  じ ょ う じ

一
般
質
問

A N P A C H I

町 政 を  問 う

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

地
籍
調
査
の
早

期
実
施
を

予
算
等
総
合
的

に
検
討
し
ま
す

［
町
長
］

 

こ
の
地
籍
調
査
事
業
は
、

国
土
調
査
法
に
基
づ
き
昭

和
26
年
に
始
ま
り
、
日
本
全
土
の

土
地
す
べ
て
を
一
筆
ご
と
に
測
量

し
、
登
記
所
に
地
籍
図
と
し
て
備

え
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
登
記
所
に
あ
る
土
地
の

登
記
簿
は
、
土
地
区
画
整
備
事
業

や
耕
地
整
理
事
業
等
で
書
き
替
え

た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
明
治
初
期
の
地
租
改
正
事
業
の

調
査
記
録
を
基
礎
と
し
た
も
の
も

あ
り
、
面
積
が
正
確
で
な
い
も
の

も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
土
地

の
売
買
の
時
な
ど
、
そ
の
つ
ど
測

量
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済

的
な
負
担
は
関
係
す
る
個
人
が
負

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

質
問

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

地
籍
調
査
を
実
施
す
れ

ば
、
震
災
や
水
害
の
時
も
、

そ
の
土
地
の
境
界
を
も
と
ど
お

り
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
境
界
紛
争
の
未
然

防
止
等
に
よ
る
土
地
取
引
の
円

滑
化
や
土
地
資
産
の
保
全
、
公

共
事
業
や
民
間
開
発
事
業
等
に

お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
、
災
害
復

旧
の
迅
速
化
、
公
共
用
地
の
管

理
の
適
正
化
、
固
定
資
産
税
の

課
税
の
公
正
性
確
保
な
ど
効
用

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
は
、
土

地
所
有
者
の
立
会
い
等
で
一
筆

ご
と
に
官
民
・
民
民
境
界
の
確

認
を
得
る
な
ど
、
実
施
に
多
く

の
時
間
と
手
間
を
要
す
る
た
め
、

十
分
な
体
制
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
や

行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
伴

い
、
町
の
施
策
と
し
て
予
算
、

人
的
な
対
応
も
考
え
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。

回
答

地籍調査により、土地活用の利便性が高まります
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西
美
濃
農
協
や
県
な
ど
と
協
力
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
牧
・
入

方
・
上
村
の
営
農
組
織
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
て
営
農

組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
く
よ
う
な

指
針
を
立
て
、
地
元
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
。営農

組
織
を
立
ち
上
げ
れ

ば
、
効
率
的
な
生
産
体
制

の
確
立
に
よ
り
、
集
落
単
位
で
の

農
地
利
用
の
合
理
化
や
機
械
・
施

設
の
共
同
利
用
に
よ
り
農
業
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
・
作
業
効
率
の
向

上
が
図
ら
れ
、
ま
た
農
地
の
貸
し

借
り
や
作
業
の
委
託
が
安
心
し
て

で
き
ま
す
。

当
町
で
も
、
３
地
区
で
営
農
組

織
が
誕
生
し
、
順
調
に
経
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
は

優
良
な
圃ほ

じ
ょ
う場
を
抱
え
た
地
区
が
存

在
し
て
い
る
の
で
、
地
区
の
機
運

を
高
め
、
座
談
会
の
開
催
な
ど
、

回
答一

般
質
問

山中美惠子
やまなか み え こ

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

営
農
組
織
の
立

ち
上
げ
を

大
震
災
ガ
レ
キ

の
受
け
入
れ
を

農
協
や
県
と
協
力

し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
ま
す

で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
た
い

 

農
林
漁
業
強
化
の
基
本

方
針
と
行
動
計
画
に
お
い

て
、
２
０
１
６
年
度
ま
で
に
水
田

の
営
農
規
模
を
、
現
行
の
10
倍
以

上
に
当
た
る
20 

㌶
～
30 

㌶
ま
で

拡
大
す
る
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
農
家
の
作
付
面
積

が
、
安
八
方
式
で
40
㌃
の
小
規
模

農
家
が
多
く
国
の
方
針
と
は
程
遠

質
問

 

東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
岩
手
県
・
宮
城
県
合

わ
せ
て
２
０
４
５
万
ト
ン
と
い
う

膨
大
な
量
の
ガ
レ
キ
が
発
生
し
ま

し
た
。

ガ
レ
キ
の
処
理
は
復
旧
復
興
の

大
前
提
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
自
治
体
で
の
焼
却
処
分
に
は
限

界
が
あ
り
、
復
旧
復
興
の
大
き
な

質
問

［
建
設
部
長
］

［
町
長
］

妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
処
分
可
能
な
（
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
）
ガ
レ
キ
の
一
部
受
入

れ
を
一
部
事
務
組
合
に
働
き
か
け

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
、

報
道
さ
れ
て
い
る
現
状
を
見
ま
す

時
に
、
少
し
で
も
で
き
る
事
か
ら

支
援
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

被
災
地
ガ
レ
キ
の
処
理
に

は
十
数
年
か
か
る
こ
と
か

ら
、
環
境
省
に
県
を
通
じ
て
「
被

災
地
復
興
の
た
め
に
安
全
が
確
保

さ
れ
た
上
で
の
処
理
協
力
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
今
後
の
動
向
を
見

守
り
、
状
況
が
好
転
し
た
場
合
に

は
構
成
市
町
と
協
議
す
る
。」
と

報
告
し
て
い
ま
す
の
で
、
状
況
に

よ
り
受
入
れ
可
能
に
な
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
津
波
災
害
で
、
人
と
人

と
の
絆
が
大
変
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
八
町
は
過
去

の
水
害
で
、
ガ
レ
キ
処
理
に
苦
慮

し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
困
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
、
で
き
る

限
り
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

回
答

農業の生き残りをかけて、国が大規模な営
農組織の強化を推進しています
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新源泉が掘削され、リニューアルオープンする安八温泉の運営は？

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
単
に

収
支
の
金
額
だ
け
で
議
論
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

利
用
料
金
を
考
え
て
い
く
際
に

は
、
安
八
温
泉
が
果
た
し
て
い
る

こ
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
在
は
、
か
な
り
利
用
者
の
固

定
化
も
進
ん
で
お
り
、
経
費
負
担

の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
最
低
限

の
受
益
者
負
担
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
方
面
の
ご
意
見
も
ふ

ま
え
な
が
ら
６
月
定
例
会
に
利
用

料
金
の
改
正
に
と
も
な
う
条
例
案

を
提
出
し
、
審
議
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

温
泉
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
宿

泊
も
含
め
て
現
行
の
体
制
を
変
え

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
増

A N P A C H I

町 政 を  問 う

一
般
質
問

野中裕一郎
のなか　ゆういちろう

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

安
八
温
泉
の
現

況
と
今
後
の
対

応
は
？

６
月
議
会
に
見

直
し
案
を
示
し

ま
す

年
間
７
千
８
百
万

円
の
赤
字
で
す

 

安
八
温
泉
は
、
平
成
23

年
度
に
新
し
い
源
泉
の
掘

削
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
源
泉
掘
削
と
揚
湯
設

備
の
整
備
を
合
わ
せ
て
１
億
円
以

上
を
投
じ
る
事
業
で
す
。

現
在
の
入
館
者
数
や
、
収
支
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
新
源
泉
の
完
成
を
機
に

運
用
方
法
の
見
直
し
を
行
う
考
え

が
あ
る
か
お
聞
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

［
民
生
部
長
］
現
在
は
入

館
者
数
が
減
少
の
傾
向
に

あ
り
、
平
成
22
年
度
の
実
績
は
22

質
問

回
答

万
7
千
人
程
度
で
し
た
。
そ
の
う

ち
の
約
6
割
が
入
泉
料
を
免
除
さ

れ
た
町
内
の
高
齢
者
で
す
。

新
源
泉
の
掘
削
に
は
約
８
千
万

円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

揚
湯
設
備
と
浴
場
の
改
修
な
ど
で

６
千
万
円
ほ
ど
が
か
か
る
見
込
み

で
、
合
計
約
１
億
４
千
万
円
が
か

か
り
ま
す
。

年
間
の
収
入
は
、
入
泉
料
・
テ

ナ
ン
ト
賃
貸
料
・
カ
ラ
オ
ケ
使
用

料
・
部
屋
使
用
料
な
ど
で
総
額
約

３
千
５
百
万
円
。
こ
れ
に
か
か
る

必
要
経
費
は
年
間
1
億
１
千
３
百

万
円
で
あ
り
、
そ
の
赤
字
分
の
７

千
８
百
万
円
は
町
の
一
般
会
計
か

ら
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

［
町
長
］
安
八
温
泉
の
運
営
の
た

め
に
多
額
の
費
用
を
一
般
会
計
か

ら
補
て
ん
し
て
い
る
の
は
事
実
で

す
。
し
か
し
、
当
施
設
は
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
・
コ
ミ
ュ

［
町
長
］

［
民
生
部
長
］

設
に
つ
い
て
も
同
様
に
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 

［
要
望
］
当
施
設
の
趣
旨

か
ら
考
え
る
と
、
無
料
化

を
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
し
か
し
、
多
額
の
補
て
ん
を

続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
議
論
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
慎
重
に
検

討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

質
問
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一般質問どうなった?
昨
年
11
月
18
日
、
初
当
選
議
員

を
対
象
に
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。研

修
会
で
は
、
町
の
第
四
次
総

合
計
画
・
予
算
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
町
の
基
本
計
画
を
知

り
ま
し
た
。
議
会
は
、
定
例
会
・

臨
時
議
会
・
委
員
会
・
全
員
協
議

会
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
建
設
促
進
特
別
委
員
会
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
土
地
開
発
公
社
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

3
月
18
日
、
結
北
部
公
園
に

お
い
て
、
地
区
（
芝
原
・
西
蚊

塚
・
東
蚊
塚
）
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
議
員
も
こ

の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
で

足
場
も
悪
く
、
参
加
者
の
集
ま

り
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

救
助
活
動
、
地
震
体
験
学
習

を
は
じ
め
各
班
に
分
か
れ
て
実

施
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は

研
修
会
の
後
、
町
の
主
要
施
設

で
あ
る
、
あ
す
わ
苑
・
郡
広
域
連

合
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
ひ
か
り

の
里
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
保

育
園
を
視
察
し
、
現
在
の
問
題
点

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

新
議
員
一
同
は
、
改
め
て
議
員

と
し
て
の
重
職
と
重
責
を
感
じ
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と
を

決
心
い
た
し
ま
し
た
。

興
味
津
々
。
東
海
・
東
南
海
地

震
が
報
道
さ
れ
て
い
る
時
期
で

皆
さ
ん
は
真
剣
に
行
動
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
災

害
に
直
面
す
る
と
、
道
路
は
寸

断
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
破

壊
さ
れ
、
救
助
活
動
は
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
被
災

者
は
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
の

か
？私

た
ち
は
様
々
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
、
繰
り
返
し
訓
練
を
す

る
こ
と
で
、
災
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
努
力
を
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
活
動
の
基
本
を
学
び
、
重
責
を
実
感

初
当
選
議
員
研
修
会

地
区
防
災
訓
練

議員控室で行われた研修会の様子

あすわ苑を視察しました（写真は入浴設備）

火災に備えたバケツリレー

倒壊した建物をジャッキアップする訓練

大震災の襲来に備えて
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一般質問どうなった?
回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果
保
育
園
に
エ
ア
コ
ン
設
置

を猛
暑
に
備
え
、
保
育
園
の

各
保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
せ
よ
。

交
付
金
の
活
用
を
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
ま
す

一
部
の
保
育
室
や
遊
戯
室

に
は
既
に
設
置
し
て
お
り
、

有
効
な
助
成
金
が
あ
れ
ば

活
用
し
て
設
置
し
た
い
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を

来
年
度
開
催
す
る
国
体
を

町
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
さ

ら
に
理
解
と
協
力
を
求
め

よ
。

広
報
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
す

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ソ
ー
ラ
ー
ア
ー
ク
へ
の
表

示
、
歩
道
橋
の
横
断
幕
掲

示
を
行
い
ま
す
。

農
業
の
６
次
産
業
化
の
拡

大
を

農
業
を
、
生
産
か
ら
加

工
・
販
売
ま
で
の
一
貫
し

た
産
業
と
し
て
育
成
せ
よ
。

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す町
農
業
関
係
者
と
協
議
を

進
め
、
６
次
産
業
化
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
中
に
実
施
し
ま
す

災
害
を
想
定
し
た
場
合
の

対
処
方
法
を
、
図
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

図
上
型
防
災
訓
練
な
ど
の

実
施
を

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る

東
海
・
東
南
海
大
地
震
に

備
え
、
図
上
型
防
災
訓
練

を
実
施
せ
よ
。

23
年
3
月
議
会

23
年
6
月
議
会

23
年
12
月
議
会

23
年
12
月
議
会

【第 8 弾】

一部の保育室に設置されているエアコン

2011年に開催されたプレ国体

土曜市で販売される地元の農産物

図上型防災訓練の様子

×

平成２3年度に行われた質問の
結果を検証します。

10
月
の
開
催
に
向
け
て
展

開
さ
れ
て
い
ま
す

プ
レ
国
体
の
開
催
、
グ
ッ
ズ

販
売
、
広
報
活
動
な
ど
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

新
規
事
業
と
し
て
推
進
さ

れ
ま
す

初
め
て
の
図
上
型
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

２
月
10
日
、
県
・
大
垣
消

防
と
合
同
で
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
も
計
上
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た

助
成
制
度
が
活
用
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
未
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
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住
民
参
加
企
画

あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

 渡
邊

明
博

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 岐
阜

県
安

八
郡

安
八

町
氷

取
161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL 0584-64-4931

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。

gikai@town.anpachi.gifu.jp

―
― 

こ
の
た
び
、
安
八
町

に
第
43
回
日
展
（
第
一
科
日

本
画
）
に
入
選
さ
れ
ま
し
た

「
凌の

う
ぜ
ん霄
の
花は
な

」
と
二
頭
の
ポ

ニ
ー
を
題
材
に
し
た
「
寄
り

添
う
」
の
二
作
品
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

白
木
さ
ん
　
自
宅
に
置
い
て

お
く
よ
り
、
少
し
で
も
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

―
― 

「
凌
霄
の
花
」
は
ど
の

よ
う
な
思
い
で
描
か
れ
ま
し

た
か
。

白
木
さ
ん
　
森
部
地
区
で
見

か
け
た
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
の

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

つ
る
は
空
に
向
か
っ
て
高
く

伸
び
て
い
き
ま
す
が
、
花
は

咲
く
と
す
ぐ
に
散
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
た
く
ま
し

さ
と
、
は
か
な
さ
を
表
現
し

ま
し
た
。

―
― 

日
本
画
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
？

白
木
さ
ん
　
中
学
生
の
時
、

美
術
部
の
顧
問
に
勧
め
ら
れ
、

加
納
高
校
の
美
術
科
に
進
学

し
、
日
本
画
を
専
攻
。
そ
の

後
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で

学
び
ま
し
た
。
大
学
で
は

様
々
な
個
性
を
持
っ
た
友
人

と
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
て
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

―
― 

大
学
卒
業
後
の
進
路

は
？

白
木
さ
ん
　
教
師
の
道
も
考

え
ま
し
た
が
、
教
え
る
こ
と

の
難
し
さ
を
実
感
し
、
各
務

原
市
の
民
間
企
業
で
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

―
― 

今
後
の
日
本
画
と
の

か
か
わ
り
は
？

白
木
さ
ん
　
仕
事
を
し
な
が

ら
時
間
を
見
つ
け
、
引
き
続

き
勉
強
し
て
、
い
つ
か
日
本

画
で
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ

う
な
夢
を
持
ち
続
け
た
い
で

す
。

―
― 

「
凌
霄
の
花
」
は
ハ
ー

ト
ピ
ア
安
八
に
、「
寄
り
添

う
」
は
母
校
登
龍
中
学
校
に

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
お

忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

49
2012
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２市が安八町議会の編集
委員会へ来町・視察

２月１日に山梨県北
ほ く と

杜市、２月６
日に岐阜県高山市の議会だより編
集委員会が、視察に来られました。
いずれの市も議員が手作りで議会
だよりを編集しておられます。
当委員会の編集方法などについて
活発に意見を交換しました。

［第１回定例会　平成２４年度予算］

総額８０億４８７３万円を可決� 2
［一般質問］４人の議員が質問
どうなる？　安八温泉の運営� 13
［町民インタビュー］
第４３回日展入選��　白木加菜子さん� 16

表紙の題字「あんぱち」は

登龍中２年後　里緒さんの
作品です

聞き手／野中裕一郎
大平文雄

第４３回日展入賞

白
し ら き

木加
か な こ

菜子さん

ひと筆ひと筆に心をこめて････

北今ケ渕地区

日展において日本画の部で入選し、
受賞作をハートピア安八に寄贈され
た白木さんにお話を伺いました

日展に応募した「寄り添う」の前で
この作品は登龍中学校に展示されています

山梨県北杜市　議会広報編集委員会

岐阜県高山市　広報広聴委員会

ごとう り　お
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